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「ヽ
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ヽ
に
一

多
、
一
　
”
Ｔ
・セ
う
ど
こ
う
ａ
　
八
す
ン
が
カ
ミ
合
わ
ヽ
１‐
い松だ掛ヽ
で

す
。
い，
１
一′１・ｃ
卜
、
■
●
〕り
こ
う
さ
ん
ぽ
あ
り
■
の
で
、
一
“し
合
う

，
た

「
と
わ
ミ
合

ゎ
言
「
こ
と

は
ｔ
蜘
御
弘
伸
な
の
で
、
一争
ラ
と
も

キヽ理
崚
―■
の
ら
ず
、

へ
伊
に
３ヽ

い
出
て

，
も
の
な
ら
豊
い
日
ご
み
ら
れ

て
ぅ
博
有
為
き
、

一
．種

め
夕
７
…
と
さ
え
杯
リ

フ
フ
あ
り
ま
す
。

″
リ
ー
ク
ル
込ｍ
″
ま
Ｒ
も
あ
り
で
、
ｎ↓
点
の
一
っ
む
あ
り
ま
す
。

も
，
と
し
，―サ
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ｔ
・
と
熙
に
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な
こ
と
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わ
ゆ
う
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維
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４
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手
の
よ
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む
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ヽ
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．

ヽ
〕
う

し、

フ
ｔ

じ
と

が

、

自

分

と

ｓ

Ｆ
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Ｆ
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ナ
ぜ

ヤ
ル
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ド
シ
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時
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、
は

っ
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甘
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こ
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小
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［
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」
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Ｄヽ
ば
ち
り

一ぐ
す
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Ｔ
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の
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ｉ
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ら
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と
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ず
、
．
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Ｆ
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と
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っ
て
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さ
せ
ん
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フ
ヘ
一
あ
、

）と
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尊
こ
と
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ど
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♭
い
、
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れ
く
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や
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と
【一ヽ
，
乙
く―
う
人
も

‘ｌ
ｂ
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］
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Ｚ
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Ｓ
Ｆ
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縫
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澤
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よ
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＜
夕
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も
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Ｆ
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け
Ｚ
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と
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時
―‐
ま

す
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Ｂ
ハ
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と
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間
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に
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５
Ｘ
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貯
出
ざ
い
ま

せ
ん
ヵ
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一
週
間
日
ひ
と
こ
３
で
枷
う
し
ょ
に
単
鴻
す
う
と
ｔｌ
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ボ
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３
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澪
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に
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Ｆ
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に
序
ｔｉ
っ
上に
り
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し
ま
せ
ん
も
の
た
ｏ

で
も
ゴ
子
供
の
容
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Ｏ
ｔ
あ
う
■
Ｌ
し
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ソ
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し
ソ
う
ナ
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カ
ナ
）
ク田
‐．人
Ｓ
Ｆ
一話
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と
し
て
呼
そ
ん
０
け
じ
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の
ま
り
に
３
・寂
し

――
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じ
ゃ
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し
ょ
う
お
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Ｓ
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っ
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．
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．
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右
季
員
会
摯
こ
の
よ
う
博
竜
趣
∩
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０
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博
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Ｆ
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昌
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ヤ
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も

Ｓ
Ｆ
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と
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こ
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で
卜
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ば
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し
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つ
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ら
な
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ａ
し
ょ
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も
司
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い
、
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み
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じ
て

―１
３
人
も
ｌ１
３
０
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Ｓ
Ｆ
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。
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ｂ
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３
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３
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Ｚ
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Ｓ
Ｆ
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。
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０
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３
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仲
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Ｐ
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Ｆ
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８
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ｉ
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Ｐ
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史
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２
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ま
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。
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９
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十

者
（鳥

（最
終
戦
争
）

０
「
蔽
城
へ
の
二
時
聯
」

Ｐ
“
ジ
ョー
ジ
　
（
早
‐――
）

「
フ
争
４
レ
。
セ
イ
フ
Ｌ
　

Ｂ

・
フヽ
ィ
ラ
ー

０

「
コ
マ
ン
タ
１

１
１
」
　

Ｐ

・
プ
ラ
イ
マ

ン
ト

ハ
早

‐ｉｌ
〕

―
―
い
ず
れ
も
、
そ
の
可
能
性
に
主
張
か
ヽ
か
れ
乙
い

う
？
か
、「
コ
マ
ン
デ
ー
・
１
」
書
、″施
娠
警
乳
下

向

（
臓

ク

一卜
も

言

入
し

Ｚ

い
る
。
「
展
承

へ

の
…

Ｌ

は

■
博

士
Ｑ
「景
常

博
籠
χ
嬌

、
又
は

…

」
の
長

い
難

む
眸
風
化
さ
れ
て
い
う
ｏ

し
れ
と

「
フ
エ
イ
し
′セ
イ

つ
し
は
、
一及
判
か

ヽ
た
格
ｂ
時
む
民ヽ
く
似
た
作
品
。

こ
０
中
●
貯
む
め
Ｚ
「
コ
マ
ン
タ
ー

・
１
」
４
３

」―
時
れ

ん
を
お
い
て
ほ

し
い
。

Ｏ
「着
・に
Ｚ
」

Ｎ
・
シ
ュ
ー
ト
　
（
創
一■
）

「
生
こ
職
さ

」
Ｒ

。
フ
ィ
ス
タ
ー

「
第

七
地
下
塚ヽ

Ｌ
　
Ｍ
´
ロ
ン

こ
り
し
ト

０
「
地
た

の
エ
リ
ー
ト
」

Ｋ

´
Ｈ

よ
４
１
し
　
ハ
獅
麟
一■
）

０
「
最
終
戦
争
の
目
聾
テ、著
」

Ａ
´
コ
ッ
ヤ
ル

ー

ぃ
ず
れ
υ
サ‐戦
後
４
を
と
り
上
げ
た
も
の
。
た
だ

し
、
「生
き
硯

う
」
「
算
之

地
下
場ヽ

こ
貯
一管
（■
か
耐

っ
ぁ
ら
格

し、
の
で
１
そ
う
思

んヽ
う
ｏ
と

ιｌ
う
准
霞
．

「
地
麗ヽ
の
…

」
沖
、
こ

の
可
能
性

と

い
う
し
と

な

ぜ
い
ぶ
稲
，
マ
ι‐
う
。
た
け
∫
質
・争
・を
起
こ
、
て

し
さ
〓
に
こ
と
、
・あ
３
ι‐
は
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一起
二
３
３
と
と

し
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高
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台
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徽
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・

０
「
傷
いお
の
目
」

小
松
た
烹
一
（
早
――‐
）

．

―
上
ガ
か
蝉
え
た
時
」
崎
二
建
密
に
眸
■
賓
現
象
と
嗜
い

２ヽ
辱
い
ｏ
水
爆
察
験
に
よ
う
一
種
０
公
営
で
ぁ
３
，

「
ア
ン
ド
ぬ
χ
ダ
‥
Ｌ
と
「
傷
為
の
ａ
Ｌ
眸
ぃ
な

れ
も
未
知
０
摘
猟
体
バ
テ
ー
マ
む
、
乏
０
可
能
性

。
」鳴
場
争バヽ

‐■
博
お
７
り
強
亀し
か
払
わ
れ
Ｚ
い
，■

「
３
０
ｏ
一
１
じ
感
生
き
稽
つ
ヽ
こ
人
間
Ｉ

Ｌ
こ

・
４
ｔ‐
博
く
ｚ
民ヽ
ι‐
六
闘

ｏ
こ
薇
４■
藤
と
い
う
テ
ー

マ
に
正
衝
、
ら
れ
り
く
′〕静
作
品
。

．
化
に
っ
殷
滅
テ
ー
マ
」
と
い
う
に
嗜
少
ぉ
か
ら
ｒ
興
諭
か

葛
ら
小
も
し
れ
み
か
次
ハ
ニ
作
を
あ
い
て
（ぃ
く
。

ｏ
「
時
揺
口
瀞
一ヽ弔
」

一ｄ
，
Ｇ

，
拠
う
―
ド
　

ヘ
れ
伊
も
υ

「
自

由

未

夫

Ｌ
　

Ｒ

・
ハ

‘
ヘ

イ

ン

ラ

イ

一ノ

（
早

―――

）

（川
う
―
ド
に
つ
い
て
応
「お
晶
せ
帰
Ｌ
「
ぉ
ん
む
せ
田介』

。
「
か
わ
れ
，
さ
嗜
Ｆ
の
凍
ぽ

三
詢
牟
か
一ぬ
３
か
、
こ
れ
呼

前
に
と
り
上
い
「た

こ
と
か
商
Ｄ
の
を
、
今

回
尊

「
職
憩

静
〕市
卜
を
二
定
し
た
。）

◎

掛
読
一
こ
と

Ｏ
　
曇れ
ん
な
あ
」；
に
・万
か
電
三ま
し
ｈ
´

そ

し
Ｚ
「
蹴
載
」
を
テ
ー
マ
に
事
日
、
シ
ョ
ー
ト
′
シ
ョ
ー
ト
と
二
翻

攻
■
書
ｈ
ｚ
く
３
じ
と
。
名
前
博
書
か
育
４
て
お
い
，
―
―
軋
　
ｂ

ら
ず
竜
Ｆ
て
こ
う
こ
と
′
・

Ｆ

二

一
　

〓

・
ｌ

二

　

一　

　

　

　

　

二

業

極
当

司
全
.ば

||

呂
:お .

=`

摯ヽ
ヾ
■ヽ
Fヽ
言

■え

ヽ

′lヽ

3iミ

,lヽ

薇
lt

i
ヨ

８
　
フ
リ
ー
・
ト
ー
キ
ン
グ
・

米
・
封
ぬ園
公
鮮
む
属
。調
高
こ
書
く
、
す
ｏ
Ｂヽ
い
争
い
辱
ど
島

く
∵

ｔ
ヽ
「

公
討
虫
黎
代
澪
ど
電

磁

で
格

く
、
清
ャ
公
辱
ど
気

・”じ
運
ピ
絆
∠
．
一ボ
縦
公
奮
む
一鳳
一か
し
て
書
い
、
そ
ん
け
准

き
」
の
あ
し
、
Ｎ
り
の
時
薦
．

拳
燿
豊

・
坂
キ
ヘ
百
）
晨
株
局

９
　
テ
ー
ム
大
会
　
（
ソ
●
ソ
ロ
壊
繁
色
が
デ
〒
キ
ク
／
ダ
）

来
・
澤
導
楠
「ヽん
Ｚ
い
う
か
し
３
ゴ
ム
ａ
人
た
の
卜
う
レ
プ
大

ム令
、

な

ル
と

言

く
亀
キ
■
中
む
革
尽
理

●
セ
本
し
ｔ

っ
と
し
た

■
ン
ツ
Ｑ

あ

φ
れ

。
（和

に
い
せ
ら

し
く
は

な

■
。
ね

、
わ
）

今
車

ｔ

ト
ラ

ン
プ
僣
む

と

ｔｉ
う

な
ち
ｔ
ら

の
に
セ
け
れ

遊

ひ
席
あ
ん
詠

じ
セ

リ
に

く
Ｔ

Ｈ
Ｏ
ぃ

，
趣

当
湾
べ博
越

自

を
提

う
し
て
、

各

会
Ｌ
盗̈
町
董

０
に
か

んヽ
っ
て

へ

，
ふ
り
、

地
〓

出
し

Ｚ
）

た
の
し

こ
で
３
う

。

未
担
当

・
瞥

「飛

＆
餞
ぶ

裁
技
公
米
　
泄
ん
言
電
見
の
中
、
市
ｚ
ん
ヒ
派
・０
下
で
お
も
口
っ
こ
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り
あ
げ
れ
よ
ぅ
ノ
　
と
ぃ
ぅ
わ
け
ゐ
繁
根
会
■
０
型
ｏ
も
，

と
も
７
Ｒ
並
む
ヽ
限
ら
ど
、電
花
ｌｔ
ｔ
つ
ル
め
ら
暉
か
ひ
あ
ふ

ぴ
的
・」
「
ハ
レ
■
■́
勢
し
わ
　
博
と‐、
礼
単
一わ
・ん
ら
れ
て
い
３
．

（
ｓ
Ｔ
厨
昴
動
・内
爆
検
Ａ
季
興
公
″第
Ｔ
言
温
ｎ
警
公
式
魔
一乃

侃
一よ
り
）

米
担
当
戻
・
′１、
”島
、
向
縦

＝
．
八
イ
ヤ
ン
タ

来

今
褒
合
宿
合
蹴
ｏ
ビ
ッ
タ
・．フ
ロ
ッ
ニ
ク
ト
．
浅
〓
在
服

臨
衣
Ｓ
Ｆ
騎
ノ

林
ん
３
墜
　
ぶ
・０
；
屁

一幡
一２
３
中
　
々

く
，
　
・飛
限
ｏ
地
テ
縦
．
―
―
根
投
む
あ
フ
″
う
ダ
ィ
ス

・

ロ
ッ
ツ
は
、
ゆ
っ
こ
り
目
滋
一
ミ
ｏ
八
イ
寺
ン
タ
コ
ー
ス
上

に
あ
ろ
。
３
ａ
コ
ー
ス
は
、
燿
晦
自
と
い
う
ほ
ど
キ
ぜ
リ
ク

Ｔ
く
　
・・
ｌ
散
注
蒙
根
●
ヒ
ｔｉ
う
ほ
ど
ラ
ク
で
は
な
く
、
ハ
イ
キ

ン
グ
と
ｌ‐
，
慮
Ψむ
に
眸
”嶋
通
で
■
５
。
リ
ー
ダ
ー
眸
″
Ｌ
又

ラ
ャ
の
ち
と
し
胤
″議
ボ
佳
難
そ
の
人
で
あ
う
こ
と
だ
し
一塁

難
等
．の
事
ま
は
全
く
い
配
な
い
。

オ
町
Ｆ
ｒ
り
き
，
Ｚ
る
か
け
よ
う
。
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・一二
”〓
）
〓
ヽ
´
・　
・
・　
ヽ
一・
´
・^
Ｊ
ヽ
・　
・ヽ
・・
・　
　
プ
一・
一

な
苦
奇
（ニミ
ニ
せ
に
た
一く
　
）■
〓
ｒ
い
ゃ

ど
に

Ｆ
Ｆ
り
き

，
Ｚ
る
か
け
よ

⊃ヽ
．

ホ
極
当

ヽ
誅
本

及
出
原

十
八
イ
キ
ン
グ
。が
・イ
、ド

ロ

ッ
ツ
前

の
十
聟
ノ路

を

Ｌ
「
一■

神

山

ｔ
Ｌ

裕

か
ら

昼

．り

時

ぃ

あ
ろ
，
ｔｌ
き
格
り
急
壕
ｔ
行
く
わ
け
む
か
。
こ
し
で
く
じ
け
て

時
い
け
格
い
０
国
■
０
米
ほ
ど
ａ
リ
フ
ト
も
ぁ
る
Ｎ
、
ぃ
ぅ
ス

レ
や
・
を
も
格
こ
リ
フ
ト
の
上
黙
に
，だ
き
、
じ
こ
か
ら
ず
ン
デ

飯
・
☆
ヱ
ら
０
し
０
６
・ｔ
嗜
も
う
ア
オ
モ
リ
ト
ド
松
・が
句
く
．
冬

時
林
水
地
‐下
と
博
ろ
。
が
一り
せ
ｊ
と
餞
ニ
ロ
‐
プ
ゥ
．
ィ
①
終

点
ヽ
占
Ｉ
山
一頂
味
に
ヽ
ど
ぅ
一′
く
。
巨
大
、
休
輌
の
発
物
で
、

瀞
公
地
（弯
ｎ
マ
ヅ
ム
一ｔ
伊
も
の
あ
学
３
じ
ｒ
に
持
か
ゎ
Ｚ
ぃ
る
。

又
ヽ
ホ

ロ
さ

せ

れ

か
け

の
人

ｔ

格

風
地
峰

か

百
ｔ

臼

Ｈ
Ｚ
こ

っ

て
お

り
、

名

に
嗜

地
商

避

難

ふ

陸

．ゴ

ぃ
う
。

っ

ｔ‐
Ｔ

に
東
漁
官

区
筆
・晶
箱
島
一散

■
ニ
ハ
金
中
継

首

０
な

Ｌ
も
ぁ

ぅ
ち

一ｒ
墨
ば
、

ら

三

な
二
・
神
‐い
二
や
け
●
「
Ｉヽ
た
だ
」
“
に
■
，
７
ネ

Ｄ
．
も
令
ご

ら

――
で
ま

わ

れ

う
。

Ｆ
地
蔵
な
ら
李
漱
限
出企
ｉ
故
叶
こ
地
載
奮

―‐‐
壊
に
ゎ
レ‐‐しり
つ

く
。
３
３
し
時
嶋
人
の
無
金
守
継
静
が
．．
否
。
さ
ら
に
一薇
鮮ヽ
ｔ

違
も
と
、
た
争
に
層
地
讃
一か
ら
亀
一故
ム■
９
■
っ
迪
硬
と
さ
ｔｌ
２

凛
柱
這
）加
合
い
、
下
り
と
書
っ
乙
鶴
野
舟
と
の
掛
一移
、
Ｊ
サ
小

屋
跡
」
つ
く
。
こ
こ
ひ
蔵
・
置
熟
小
ム
務
つ
７
・き
一一総

一嗜
卦
‐

ス
と
合
寸
■
フ

リ
サ
ノ‐‐
薔
】ｎ
ゎ
ら
零
れ
（
年
澪
無
下
む
悔
く
。
り
、ｒ
ｔ
意
．

の
自騒
一”「
呉
静（讐
量
の
山
一襖
塁
．一【
く
。
ユ域
三
山
神
社
，
ど
ち
ん
と

か
さ
２
ふ
り
、
Ｌ
４
１ｔ
寸
ム
彬
操
，
籠
騨
に
（
Ｙ
ｉ
い人
一言
筑
毅

吉

Ｑ
歌
癖

が

あ
３
●
山
政

ぬ
一吹
整
庁
ド
す

ば
ら
し
く

、
西
芳

ト

―‐
――
フ
‐
Ｌ

は
あ
つ
と
洋
馬
く
住
由
一
■
朝
日
ｔ
織

、
日
山
が

、
東

方
に
は
ぼ
っ

と
ｔ

・
の
も
太
平
洋

の
地
平
繰
・
な
ん
と
な
島
いな
も
陀
め
ら
れ

る
ｏ
な

，
に
下
も
と
・い
の
者
む
、
た
旬
に
は
火
ｎ
淵
の
か
一徒
か

今

卜
も
Ｌ
い
こ
ま
れ
そ
ぅ
格
ュ言
ｔ‐
増
す硼
ま
見
せ
、
モ
の
派
非
Ｆ

た
ん
れ
と

しも
に
わ
利
鞠
林
ｔ
暑
〔ヽ
く角
り
上
け
と
い
う
。

こ
０

２
牛
川
呂
■ヽ

興
―̈‐Ｔ
ハ
ら
共
・Ｌ
二
や
・ぜ
ヮ
ン
ゃ
、ヮ
ッ
ャ
に
か
っ
乙

い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
造
子
に
椰
ら
一い
い
よ
う
に
し
Ｚ
下
し
い
け

じ
の
〔
にヽ
句
〓
ｊ
当
に
「場
汁
と
０
っ
く
３
っ
て
お
ハ
一ゴ
ハ
ン
に

し

ぶ

っヽ
。

さ
Ｚ
‐ｌｊ…
ん
び
セ
で
ぃ
け
ぅ
か
。
今
太
ｔ
話
単さ
フ
サ
‐ｌｔ
屋
爾
キ

・ひ
ひ
■ヽ
Ｉ
ｔ
ス
一ビ
っ

ワ
サ
ハ
」
称
か
ら
な
ポ
品ヽ
鳳
蠍
き
び
路
借
もヽ
よ
く
難
肝“岬さ
れ

・）
・゙
り
・
柊
た
π
逗
中
を
あ
ろ
ハ
昨
む
だ
）
．
脚
下
に
海
Ｉ̈
米

ｔ
Ｅ
■
ド
う
付
妻
莉
林
∩
間
を
ゆ
う
い
下
り
蠣
に
瀑
，
こ
違
‘彎

ど
こ
き
び
れ
く
豊
逹
む
ヽ
と
を
う
そ
う
イ
ヤ
に
格
っ
た
像
ヵ
埼

ユ中
の
い
う
博
渇
に
博
い
う
ｏ
し
０
２
に
く
う
と
ア
ぞ
３
軋
福
、容

な
ワ
ロ
十
ョ
ロ
し
好
０
ぬ
３
．
こ
こ
ど
滉
松
コ
‐
ス
に
膠
い
っ

ｚ
ふ
よ
う
ｏ
相
齢
二
五
年
と
い
わ
れ
ら
し
χ
コ
マ
ヽ
か
っ
，
ュ

フ
て
ふ
り
、
名
前
せ
ん
か
か
つ
け
ら
れ
て
ぃ
た
り
守
砂
，　
一
巡

し
乙
さ
ν
き
の
通
レ
ｋ
コ
し
．
コ
１
７
ヮ
〓
イ
を
く
こ
τ
と
き
も

な
く
「
撃
長
ｖ凛
０
あ
フ′Ｄ

古
Ｆ
士
薔
菫
と
な
一ろ
ル
す
Ｃ
，い
■
む
卜
０
十
Ｎ
す
掛
、
ガ
ぅ
伊
ィ

ス
，
ロ
ツ
ヅ
が
み
一ん
ろ
。
や
っ
と
踵岬
っ
Ｚ
き
棲
ゎ
け
Ｆ
．

と
し
う
で
、
・個
人
囁
し
て
き
た
か
市
―

。
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二
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ヽ^
・・　）
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ｔｉ

十一

つ

―
プ
た

イ



■

１２
．
打
上
■
フ
膊

米

へ
増
“「金
毛
で
卜
し
・
い
ヽ
お
輛
の
書
Ｉ
コ
ン
増
苺
０

Ｆ
。
そ
し
ｚ
・
（
ｉ

槙ヽ
午
奪
下
の
ビ
ッ
グ
・
，
ぃ
ッ
ニ
ク

ト
ヽ
か
く
じ
■
■
ムか
一書
０
・ド
．
■ほ
■
４〓
「
合
め
二
む
パ
薔

毎
で
か
白
」「
〓
いな
４
待
ｏ
し
な
し
、
、．】れ
鵞
崎
ぃ
け
可

い
ｏ
営
。
げ
わ
あ
つ
と
い
か
な
ど
で
め
■ヽ
の
む
。
合
な
か

き
ま
ぅ
、
ぃ
ど
ぅ
か
痣
じ
金
島
受
０
全
一働
に
か
か
っ
て
い

う
の
む
。
■
ｔ
■
ｔ
）ド
峰

む
．

十
・
当
。
甘
晨
い・い々
に
ふ
子
名
綺
警
ぷ
野

Ｘ

瞑
な
公
↓下

当
がい
０
ょ
う

ヽ
こ
じ
と
。

●
ゝ
墟
公
を
ふ
ゴ
奪
し
，
魚
・建
、
む
し
Ｚ

二、二
日
１
ロ

・，一ヽ
」
“
卜、
．」
轟

１

こ
れ
な
け
梓
ヽ
れ
る
賞
か
ケ
ず
ヽ

，い
「

，

ハ

■

。
「
Ｓ
Ｆ
」
。
簡
１０

（」
議
号

●
５
Ｆ
ぜ
ミ
・
…
・
‥
書
―
卜

「
Ｓ
Ｆ
と
科
学
」

・
朦
書
准
れ
・，
キ
ス
ト
こ
そ
ｏ
綱
訳
孫
穂

英
一和
辞
典

ｏ
↓ご
一
棋
嗜
＃
轟
（
撫
“ゎ
鳥
）
　
テ
ー
く
「成
漱
Ｌ

ｏ
嗜

「ヽ
「
「〓・（

。
輝
｝甕
嘉

（
ハ
イ
キ
ン
デ
Ｒ
）

ｏ
一合
戯
ギ
ャ
リ
タ
フ

・
入
イ
宍
ン
グ
撃
０
器
表

。
（
いい
切
ひ
∵
博
い
か
）
少
く
と
も
ア
つ
の
か
く
し
曇・ハ

‐
万
‐
デ
イ
か
ソ
等
冬
」
Ｑ
衣
破

（
ヽ
モ
電
■
に
う
い
人
寄
ｔ
ｌ
タ
ー
、
ど
４
ら
す
ぃ
も
）

。
一環
具
‐
―

ニー、
０
■
狂
ｂ
一変
わ
り
や
す
ぃ

―
呵
口
‐

t
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